
１．プランを推進するにあたっての大目標：「環境・エネルギーに関する課題への対応」（施策目標９－２）
概要： ・・・気候変動やエネルギー確保の問題等、環境・エネルギー分野の諸問題は、人類の生存や社会生活と密接

に関係している。このことから、環境・エネルギーの諸問題を科学的に解明するとともに、国民生活の質の
向上等を図るための研究開発成果を生み出す。

２．プログラム名：核融合分野研究開発プログラム

概要：・・・ITER計画・BA活動を推進しつつ、原型炉開発のための技術基盤構築に向けた戦略的取り組みを推進
するとともに、核融合理工学の研究開発等を進めることにより、核融合エネルギーの実現に向けた研究
開発に取り組む。

上位施策：第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３月２６日閣議決定）
現在見直しに向けた議論が進められている「エネルギー基本計画」等を踏まえ、省エネルギー、再生可能
エネルギー、原子力、核融合等に関する必要な研究開発や実証、国際協力を進める。
（第２章１．（２）（C)②より一部抜粋）

第６次エネルギー基本計画（令和３年１０月２２日閣議決定）
核融合エネルギーの実現に向け、国際協力で進められているトカマク方式のＩＴＥＲ計画や幅広い
アプローチ活動については、サイトでの建設や機器の製作が進展しており、引き続き、長期的視野に立っ
て着実に推進するとともに、技術の多様性を確保する観点から、ヘリカル方式・レーザー方式や革新的
概念の研究を並行して推進する。（６．⑦より一部抜粋）

統合イノベーション戦略２０２２（令和４年６月３日閣議決定）
多様なエネルギー源の活用のため（略）核融合等に関する必要な研究開発や実証、国際協力を進める。
（第１章２．（３）①より一部抜粋）

経済財政運営と改革の基本方針２０２２（令和４年６月７日閣議決定）
水素・アンモニア やＣＣＵＳ／カーボンリサイクル、革新原子力、核融合などあらゆる選択肢を追求した
研究開発・人材育成・産業基盤強化等を進める。（第２章１．（４）より一部抜粋）

【核融合科学技術分野研究開発プラン（案）】
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ITER計画（建設段階）等の推進
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○「重点的に推進すべき取組」と「該当する研究開発課題」
プログラム達成状況の評価のための指標
○アウトプット指標： ・・・①我が国が調達責任を有するITER機器の製作の着実な推進、②JT-60SAの組立工程の完了及び運転の開始、

③LHDにおける１億2,000万度の高性能プラズマの生成、④予備的な原型炉設計活動と研究開発活動の完了、
⑤アウトリーチヘッドクオーターを通して多様な双方向型の交流の実施

○アウトカム指標： ・・・ ①ITER建設作業の進捗と計画の着実な進展への貢献、②JT-60SAについて先進プラズマ研究開発のプラット
フォームの構築、③LHDの実験結果のITER計画と原型炉設計の進展への貢献、④原型炉の工学設計に向
けた見通しの把握、⑤核融合エネルギー実現に向けた社会の理解と支援基盤の構築

【 核融合科学技術分野研究開発プラン／核融合科学技術分野研究開発プログラム】 核融合科学技術委員会
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幅広いアプローチ（BA）活動

＜フェーズⅠ＞

日欧協力により、ITER計画を補完・支援するとともに原型炉に必要な技術基盤の研究開発を

推進。フェーズⅠでは主な研究環境の整備完了、フェーズⅡでは組立を完了し運転を開始する
ことにより、ITERの運転と原型炉の開発に向けた研究開発・支援のプラットフォームを構築。

＜フェーズⅡ＞

国
際
約
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Ｔ
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Ｂ
Ａ
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動
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推
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ITER計画
核融合エネルギーの実用化に向けて、国際協力でトカマク方式の研究開発を推進。
我が国が調達責任を有する機器の製作等を実施。 ITER

運転開始

学術研究・基礎研究の総合的推進等

①ITER建設作業
の進捗と計画の
着実な進展への
貢献

②JT-60SAについ
て先進プラズマ
研究開発のプ
ラットフォームの
構築

③LHDの実験結果
のITER計画と原
型炉設計の進展
への貢献

④原型炉の工学設
計に向けた見通
しの把握

⑤核融合エネル
ギー実現に向け
た社会の理解と
支援基盤の構築

（※）

（※）核融合原型炉研究開発に関する
第２回中間チェック＆レビュー（CR2)
実施後すみやかに中間評価を実施



「ITER 計画（建設段階）等の推進」の概要 

１． 課題実施期間及び評価時期 

平成１８年度～平成４７年度以降 

中間評価 平成２２年度、平成２８年度、平成３３年度、平成３８年度及び平成４３年度（予定） 

事後評価 平成４８年度以降を予定 

２． 研究開発概要･目的 

次頁、次々頁のとおり。 

３． 予算（執行額）の変遷 

年度 H18(初年度) H19 H20 H21 H22 H23 

予算額 1,401 百万 5,382 百万 10,298 百万 13,588 百万 11,545 百万 24,381 百万 

執行額 1,401 百万 5,382 百万 9,972 百万 11,758 百万 12,924 百万 11,282 百万 

(内訳) ITER 計画 
 1,294 百万 
BA 活動 
 107 百万 

ITER 計画 
 2,810 百万 
BA 活動 
 2,572 百万 

ITER 計画 
 4,347 百万 
BA 活動 
 5,625 百万 

ITER 計画 
 5,794 百万 
BA 活動 
 5,964 百万 

ITER 計画 
 5,611 百万 
BA 活動 
 7,313 百万 

ITER 計画 
 5,325 百万 
BA 活動 
 5,957 百万 

H24 H25 H26 H27 H28 翌年度以降 総額 

22,264 百万 25,165 百万 24,622 百万 22,066 百万 22,802 百万 － － 

23,100 百万 34,141 百万 27,070 百万 22,474 百万 － － － 

ITER 計画 
 18,765百万 
BA 活動 
 4,335 百万 

ITER 計画 
 29,403百万 
BA 活動 
 4,737 百万 

ITER 計画 
 23,591百万 
BA 活動 
 3,479 百万 

ITER 計画 
 18,949百万 
BA 活動 
 3,525 百万 

ITER 計画 
 - 
BA 活動 
 - 

４． 課題実施機関･体制 

研究代表者  国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 理事長 平野 俊夫 

主管研究機関 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

５． その他 

平成２９年４月
科学技術・学術審議会　研究計画・評価分科会

『「ITER計画（建設段階）等の推進」の中間評価結果』より抜粋
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